
理科 中学校第１学年 ③

【活用問題】

氏（ ）組

名
「 水溶液の性質 」

（ ）番

太郎さんは、物質を水へとかすときの水の温度ととけ方について、次の を行い、そ実験

の をまとめました。下の問いに答えなさい。ただし、水１ｃｍ の質量を１ｇとしま結果 ３

す。

実験】【

① のように、試験管Ａ、Ｂ、Ｃに２０℃の水を１０ｃｍ ずつとり、塩化ナト図１ ３

リウム、硝酸カリウム、ミョウバンをそれぞれ６ｇ入れて、よく振り混ぜた。

② ３本の試験管を のように加熱し、温度を４０℃まで上げたときのとけ方を図２

調べた。

③ ②でとけ残りがあった試験管について、別の試験管に上澄み液を移して試験管
う わ ず

の中の液体を２０℃まで冷やし、中のようすを観察した。

図１ 図２

【 】結果

２０℃のとき ４０℃のとき 上澄み液を冷やす

試験管Ａ とけ残った とけ残った 固体が出てきた

試験管Ｂ とけ残った すべてとけた

試験管Ｃ とけ残った とけ残った ほとんど変化なかった

（１） の②の操作を行ったとき、試験管Ｂに入れた物質はすべてとけました。試験実験

管Ｂの中の水溶液の質量パーセント濃度は何％ですか。
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（２） 太郎さんは、実験で使った３つの物質について、水の温度と水にとける物質の質

量の関係を調べて下の にまとめました。 と から、試験管Ａ～Ｃに入れた物表 結果 表

質名をそれぞれ答えなさい。

表】各温度における水１００ｇにとける物質の質量【

0 20 40 60 80水の温度（℃）

35.6 35.8 36.3 37.1 38.0塩化ナトリウム（ｇ）

13.3 31.6 63.9 109.2 169.0硝酸カリウム （ｇ）

5.7 11.4 23.8 57.4 322.0ミョウバン （ｇ）

（出典： スーパー理科事典」受験研究社）「

試験管Ａ 試験管Ｂ 試験管Ｃ

ミョウバン 硝酸カリウム 塩化ナトリウム

（３） 試験管Ｃに入れた物質６ｇをすべてとかすためには、どのような操作を行えばよ

いですか。次の ～ から１つ選び、記号で答えなさい。ア エ

水の体積は１０ｃｍ のままで、水の温度を６０℃まで上げる。ア ３

水の体積は１０ｃｍ のままで、水の温度を８０℃まで上げる。イ ３

水の温度は２０℃のままで、水の体積を２０ｃｍ にする。ウ ３

水の温度を８０℃まで上げ、水の体積を１５ｃｍ にする。エ ３

ウ

（２）から、試験管Ｃに入れた物質は塩化ナトリウムであることが分かりました。表

から、水１００ｇにとける塩化ナトリウムの質量は、８０℃ のときに３８ｇです。こ

れを水１０ｇ（＝１０ｃｍ ）あたりにとける質量にすると、３.８ｇ になりますの３

で、水が１０ｇのままでは温度を上げても６ｇをとかすことはできません。

また、水の温度を８０℃ にして、水の質量を１５ｇ（＝１５ｃｍ ）にすると、水３

が１０ｇのときと比べて１.５倍の量の塩化ナトリウムをとかすことができます。しか

し、３.８ｇ×１.５ ＝ ５.７ｇ であり、この場合も６ｇをとかすことはできませ

ん。


